別紙様式
平成２２年度当初予算　　　支出科目　款：総務費　項：企画開発費　目：交通対策費
	事業名: リニア中央新幹線沿線地域づくり研究事業費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　
　　　　　　　　　都市建築部　公共交通課　企画調査担当　電話番号：058-272-1111（内2734）

　　　　　　　　　　　E-mail：ｃ11134@pref.gifu.lg.jp
	事業費


　要求額：7,908千円（前年度予算額：2,250千円）

	事業内容


	１　事業の内容


リニア中央新幹線の開業効果を広く県内で活かすため、関係市町村、経済団体等で組織する「リニア中央新幹線地域づくり研究会」（H21.7設置）を中心に、リニアの活用策について検討を行う。 
研究会において、２２年度に策定する「リニア基本戦略」等を基に、リニアを活用した観光振興、産業振興等の具体的な取り組み、駅機能とその周辺整備、アクセス道路の整備の方向性など、具体的な地域振興策を盛り込んだ「リニア活用戦略」の策定に着手する。
また、研究会での検討に必要な情報収集や、リニア開業後の旅客流動、総合車両所等の設置を踏まえた経済効果を把握するための調査を行う。

＜リニア中央新幹線地域づくり研究会の概要＞
・設　　置：平成２１年７月２１日

・構 成 員：県、大学関係者、産業経済団体、観光団体、市町村

※事務局：公共交通課

・開催予定：研究会・部会（観光振興・まちづくり）　各２回程度
　　　　　　　　　　　
	２　所要経費


リニア中央新幹線沿線地域づくり研究会開催費　　　　 908千円
　　リニア活用戦略策定事業費　　　　　　　　　　 　　7,000千円　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	③　これまでの取組と成果


　
	１　長期構想上の位置付け


　　「１０．未来の交流基盤整備プロジェクト」に記載
　　◆リニア中央新幹線を活用した地域づくりの推進
　　・リニア中央新幹線の停車駅の具体化をにらみ、関係市町村・団体等で組織する
　　　「リニア中央新幹線沿線地域づくり研究会（仮称）」を設置                                               

　　　                    　　　　 ・停車駅周辺整備や観光振興をはじめとする産業・経済の活性化策、県内や隣接する　　　　　　　　　　　　　する愛知県三河地方などとのアクセス道路整備のあり方、広域的なまちづくりなど　　　　　　　　　　　　　など、リニア中央新幹線を活かした施策について研究
	２　これまでの取組状況


　　「リニア中央新幹線地域づくり研究会」及び、研究会の下部組織である「産業振興部会」及び「観光振興・まちづくり部会」を開催し、リニア中央新幹線を活用した地域づくりのあり方を検討するとともに、リニア開業後の社会変化や経済効果を把握するため、「リニア中央新幹線影響予測調査」を実施した。
　　
	３　これまでの取組に対する評価


「リニア中央新幹線地域づくり研究会」を構成する市町村、経済界、有識者など幅広い分野の皆さんから、リニア中央新幹線を活かした地域づくりのあり方や活用策についての様々なご意見・提案をいただくことができた。
	決定額の考え方


	要求額の財源内訳（単位：千円）
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